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子ども年代におけるサッカーの浸透度

『過去1年間に1回以上行った運動・スポーツ』調査では、

スポーツ系では「サッカー」が1位に。

また、『習いごとの内容と年次推移』調査では、

競技スポーツ系としては「サッカー」が1位に。

2011年～2015年の推移でも上昇傾向にあります。

同じく主要競技の一つである野球と比較しても
4倍以上の差が見られます。

『4～9歳のスポーツライフに関する調査』
・笹川スポーツ財団／2015年6月～7月
4～9歳の子どもを対象／1,800名を対象に実施
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競技人口としての一定の規模感

『JFAデータボックス』
・日本サッカー協会の登録データベースからの数値

『サッカー選手登録数』データでは、
2016年度の小学生年代の登録人口は289,919人となっています。

『サッカー選手数 年度別登録数』データでは、
少子化の影響もあるものの、2005年以降、
28万人～31万人で推移しています。

※日本サッカー協会の公式戦出場機会の無い小学校3年生以下の選手については協会未登録者も多く、

実際には上記数字の2倍程度の選手（約600,000人=小学生人口の約10%）が

存在していると考えられます。
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小学生で定期的にスポーツをしているのは、63.6%

サッカーで事例を作り、スポーツする子を持つ保護者にアプローチする
のは有効だと考えます。

ベネッセ 第3回 学校外教育活動に関する調査 2017（データブック）より


